
業
学
校
（
高
校
）
卒
業
後

に
家
業
（
陶
磁
器
製
造
・

販
売
）
に
従
事
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

先
進
的
な
見
識
を
有
し
、

石
炭
窯
や
重
油
窯
の
導
入
、

索
道
の
開
設
、
タ
イ

ル
や
耐
火
レ
ン
ガ
の

製
造
な
ど
、
最
新
技

術
・
施
設
の
導
入
や

新
製
品
開
発
を
積
極

的
に
進
め
て
、
地
場

産
業
の
近
代
化
に
貢

献
し
ま
し
た
。

　

陶
町
猿
爪
の
桜
ヶ
丘
公

園
に
は
曽
根
昇
三
の
胸
像

が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昇
三
は
当
連
載
の
第
８

回
で
ご
紹
介
し
た
曽
根
庄

平
衛
の
孫
に
あ
た
り
、
商

　

昭
和
10
年（
１
９
３
５
）

に
は
、
当
時
の
最
新
設
備

を
備
え
た
曽
根
磁
叟
園
製

陶
所
を
設
立
し
て
高
級
洋

食
器
・
デ
ィ
ナ
ー
セ
ッ
ト

の
製
造
に
も
着
手
し
、
洋

食
器
生
産
地
と
し
て
の
発

展
に
も
多
大
な
貢
献
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
戦
後
は
、
窯
業
原

料
協
議
会
幹
事
、
岐
阜
県

耐
火
鉱
業
統
制
組
合
理
事

長
、
日
本
窯
業
協
会
東
海

支
部
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
し
、
窯
業
会
の
発
展
に

も
尽
力
し
ま
し
た
。

【
解
説
】
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
ス
ポ
ー
ツ
文
化
課

 

砂
田　

普
司　
氏

地
場
産
業
の
近
代
化
に
貢
献

  

曽
根 

昇
三

明
治
24
年（
１
８
９
１
）〜
昭
和
24
年（
１
９
４
９
）　
【
陶
町
】
瑞浪窯業界の
偉人シリーズ⑳

　

当
商
工
会
議
所
主
催
の

新
春
名
刺
交
換
互
礼
会
を

１
月
10
日
に
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
瑞
雲
の
間
に
お
い

て
、
市
内
各
界
の
代
表
者

約
１
３
０
名
が
集
ま
り
盛

大
に
開
催
し
た
。

　

初
め
に
鷲
尾
会
頭
か
ら

「
今
年
は
大
き
な
節
目
と

な
る
年
に
な
り
ま
す
。
春

に
は
統
一
地
方
選
挙
が
、

５
月
に
は
新
天
皇
即
位
に

よ
る
元
号
の
改
元
が
、
そ

し
て
10
月
に
は
税
率
が
10

％
に
増
税
さ
れ
る
消
費
税

改
訂
が
行
わ
れ
ま
す
。
特

安
」
が
同
居
し
て
い
る
状

況
で
あ
り
ま
す
。
不
安
の

第
一
は
人
手
不
足
の
深
刻

化
で
あ
り
ま
す
。
特
に
こ

の
問
題
は
わ
が
国
の
大
多

数
を
占
め
る
中
小
零
細
企

業
に
お
い
て
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
結
果
、
生
産
性
が
上
が

ら
な
い
中
で
も
賃
上
げ
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
「
防
衛

的
賃
上
げ
」
が
６
割
に
も

及
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
も
高
齢
者

も
「
自
分
の
将
来
は
大
丈

夫
な
の
か
、
誰
が
支
え
て

く
れ
る
の
か
」
と
い
う
不

に
消
費
税
の
増
税
で
は
、

駆
け
込
み
需
要
後
の
反
動

減
、
消
費
の
落
ち
込
み
が

大
き
く
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
経
済
は
緩
や
か
な

回
復
が
続
い
て
国
内
外
と

も
に
比
較
的
順
調
で
す
が
、

先
行
き
に
つ
い
て
は
決
し

て
油
断
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の

要
因
の
一
つ
が
米
中
両
国

の
貿
易
戦
争
で
あ
り
、
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
な
ど
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要
因

に
よ
り
経
済
運
営
は
難
所

に
さ
し
か
か
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　

一
方
我
が
国
内
に
目
を

転
じ
ま
す
と
、「
足
元
の

良
さ
」
と
「
先
行
き
の
不

安
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
医
療
や
介
護
、
年

金
な
ど
の
社
会
保
障
制
度

改
革
は
不
可
避
で
あ
り
、

10
月
の
消
費
税
増
税
も
確

実
に
行
う
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
小
零
細
企
業
の

直
面
す
る
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
日
本
全
体
の
課

題
を
解
決
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
美
濃
地
域

に
多
勢
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
し
た
。
今
年
も
東
美
濃

地
域
が
さ
ら
な
る
広
域
連

携
を
積
極
的
に
推
進
し
て

行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

来
る
べ
き
リ
ニ
ア
新
幹
線

開
通
に
向
け
て
為
す
べ
き

こ
と
の
多
い
節
目
の
年
と

な
り
そ
う
で
す
。

　

今
年
も
皆
様
方
の
多
大

な
る
ご
支
援
を
お
願
い
致

し
ま
す
」
と
の
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
会
頭
特
別
表
彰
、

快
適
空
間
賞
の
表
彰
式
を

行
い
、
快
適
空
間
賞
を
受

賞
し
た「
チ
ー
ム
美
濃
焼
」

の
4
人
の
学
生
が
取
り
組

ん
だ
成
果
に
つ
い
て
発
表

を
行
っ
た
。

　

十
六
銀
行
瑞
浪
支
店
支

店
長 

佐
伯
淳
一
氏
の
異

動
に
伴
い
、
新
支
店
長 

口

石
大
樹
氏
が
常
議
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

◆
常
議
員口

石　

大
樹　

氏

会
頭
特
別
表
彰

バ
サ
ラ
瑞
浪
普
及
振

興
会

　

瑞
浪
市
を
代
表
す
る
イ

ベ
ン
ト
の
美
濃
源
氏
七
夕

ま
つ
り
や
バ
サ
ラ
カ
ー
ニ
バ

ル
を
盛
り
上
げ
る
だ
け
で

な
く
、に
っ
ぽ
ん
ど
真
ん
中

祭
り
な
ど
の
活
動
を
通
し

て
、瑞
浪
市
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
続
け
ら
れ
、

昨
年
、「
お
か
み
さ
ん
ソ
ー

ラ
ン
」
誕
生
か
ら
、20
周

年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

快
適
空
間
賞

「
未
来
へ
賞
」と
は

　

瑞
浪
の
将
来
を
担
う
若

者
た
ち
が
行
っ
た
社
会
貢

献
活
動
の
中
で
、未
来
に

向
け
て
よ
り
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
た
い
、ま
た
期

待
で
き
る
個
人
、団
体
、グ

ル
ー
プ
を
表
彰

快
適
空
間
賞「
未
来
へ
賞
」

中
京
学
院
大
学
短
期

大
学
部
保
育
科

チ
ー
ム
美
濃
焼

　

美
濃
焼
や
陶
町
の
魅
力

を
多
く
の
人
へ
伝
え
た
い

と
の
思
い
か
ら
、陶
町
の

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
一
つ

で
あ
る
狛
犬
を
活
用
し
、

陶
町
の
魅
力
を
発
信
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
さ

れ
ま
し
た
。狛
犬
製
作
の

費
用
な
ど
は
ク
ラ
ウ
ド
フ

ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
さ

れ
、３
０
０
人
を
超
え
る

参
加
者
が
５
６
５
体
に
も

の
ぼ
る
狛
犬
を
制
作
し
、

陶
町
の
本
町
通
り
の
路
上

に
展
示
、訪
れ
る
人
々
を

笑
顔
に
す
る
空
間
を
創
ら

れ
ま
し
た
。

▲バサラ瑞浪チームの踊り

▲新春名刺交換互礼会会頭挨拶

▲平成30年会頭特別表彰・快適空間賞受賞者の皆さん

▲快適空間賞を受賞した学生の成果発表

▲陶町での狛犬展示風景 ▲狛犬制作風景

東
美
濃
全
体
で
の
広
域
連
携
強
化
が
必
要
！

２
０
１
９
年 

新
春
名
刺
交
換
互
礼
会

新
常
議
員
紹
介

会
頭
特
別
表
彰  

バ
サ
ラ
瑞
浪
普
及
振
興
会

　
快
適
空
間
賞  

中
京
学
院
大
学
短
期
大
学
部
保
育
科「
チ
ー
ム
美
濃
焼
」！

平
成
30
年 

会
頭
特
別
表
彰
・
快
適
空
間
賞
表
彰
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おじゃま
します

リレー訪問リレー訪問

瑞
浪
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

☎
０
５
７
２
‐
６
７
‐
２
２
２
２

　

０
５
７
２
‐
６
７
‐
２
２
３
０

info
@
m
zcci.o

r.jp

FAX

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
へ

各
種
補
助
金
の
ご
相
談
は
ま
ず
は
商
工
会
議
所
へ
！

１月号のコラム屏風山での明世中学校は日吉中学校の誤りですので訂正させていただきますとともにお詫び申し上げます。

て
い
ま
せ
ん
が
、
お
店
に
来
て
く

れ
て
い
る
子
ど
も
の
中
に
は
、「
お

店
を
な
く
さ
な
い
で
！
」
と
言
っ

て
く
れ
る
子
も
い
ま
す
の
で
、
自

分
が
元
気
で
い
る
限
り
は
、
老
後

の
生
き
が
い
と
し
て
も
お
店
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

趣
味旅

行
が
好
き
で
す
。

友
だ
ち
と
積
み
立
て
を
し
て
い

て
一
緒
に
行
き
ま
す
。

旅
行
の
時
は
、
店
番
を
姉
に
頼

ん
で
行
き
ま
す
が
、
長
期
間
と
言

う
わ
け
に
も
行
か
な
い
の
で
、
一

泊
程
度
の
旅
行
し
か
出
来
ま
せ
ん
。

あ
と
、
毎
週
日
曜
日
に
地
域
交

流
セ
ン
タ
ー
「
と
き
わ
」
に
て
開

催
さ
れ
る
ヨ
ガ
教
室
が
楽
し
み
で

す
。体

が
年
々
硬
く
な
っ
て
き
て
い

る
な
と
感
じ
て
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
体
を
動
か
す
事
で
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
出
来
ま
す
。

岩
島
酒
店

瑞
浪
市
北
小
田
町
３
‐
20

 

虎
沢　
と
し
み

 

☎
６
８
‐
２
６
０
１

次
回
は
岩
崎
か
お
り
税
理
士
事

務
所
さ
ん
を
訪
問
し
ま
す
。

駄
菓
子
の
仕
入
れ
は
、
か
つ
て

は
名
古
屋
に
多
く
の
問
屋
さ
ん
が

あ
り
、
配
達
も
し
て
く
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
問
屋
さ
ん

が
廃
業
さ
れ
た
た
め
、
仕
入
れ
は

中
津
川
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

店
頭
に
は
小
学
生
が
中
心
に
買

い
に
来
て
く
れ
ま
す
。
お
祭
り
と

か
子
ど
も
会
に
向
け
て
菓
子
の
袋

詰
め
も
行
っ
て
い
て
、
瑞
浪
市
内

の
駄
菓
子
屋
さ
ん
は
年
々
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

小
田
町
外
の
子
ど
も
会
等
も
買
い

に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

酒
類
は
、
問
屋
さ
ん
が
ま
だ
健

在
で
す
の
で
配
達
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

た
だ
、
お
酒
は
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
の
お
店
が
安
く
販
売
し
て
見
え

ま
す
の
で
苦
戦
し
て
い
ま
す
。

モ
ッ
ト
ー

す
べ
て
の
お
客
様
に
笑
顔
で
接

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
一
度
来
て
い
た
だ
い
た

お
客
様
の
顔
を
覚
え
て
い
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

子
ど
も
さ
ん
は
、
次
に
来
て
い

た
だ
い
た
と
き
名
前
で
呼
ぶ
と
喜

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
か
つ

て
来
て
い
た
だ
い
て
い
た
子
ど
も

が
大
人
に
な
っ
て
、
子
ど
も
連
れ

で
駄
菓
子
を
買
い
に
来
て
い
た
だ

い
た
と
き
は
、
嬉
し
く
感
じ
ま
す
。

大
人
に
な
っ
て
も
面
影
が
あ
る

の
で
、
誰
な
の
か
何
と
な
く
わ
か

り
ま
す
。

将
来
に
向
け
て

残
念
な
が
ら
後
継
者
は
決
ま
っ

今
回
は
株
式
会
社
イ
ト
ウ
化
研

さ
ん
の
ご
紹
介
で
岩
島
酒
店
さ
ん

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
業昭

和
元
年
に
祖
母（
岩
島
き
り
）

が
片
倉
製
糸
紡
績
㈱
（
現
片
倉
工

業
）
瑞
浪
製
糸
所
の
門
前
で
開
業

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
の
後

昭
和
13
年
に
現
在
の
場
所
に
移
転

し
ま
し
た
。

現
在
代
表
で
あ
る
母
（
岩
島
琴

子
）は
、
結
婚
後
の
昭
和
27
年
に

祖
母
か
ら
店
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

私
は
、
高
校
を
卒
業
す
る
と
と

も
に
母
の
手
伝
い
と
し
て
従
事
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

仕
事
内
容

子
ど
も
向
け
の
駄
菓
子
と
酒
類

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

笑
顔
を
大
切
に

岩
　
島

　
酒

　
店

資
源
保
護
及
び
行
政
コ

ス
ト
削
減
の
観
点
か
ら
、

商
工
会
議
所
や
市
町
村
・

税
務
署
の
支
援
を
受
け
た

方
お
よ
び
国
税
庁
の
確
定

申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
を

利
用
さ
れ
た
方
に
は
、
確

定
申
告
用
紙
発
送
に
代
え

て
、「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
は
が
き
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

手
書
き
に
よ
り
申
告
さ

れ
る
方
は
、
国
税
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
さ
れ
る
か
管
轄
の

税
務
署
（
多
治
見
税
務
署

☎
２
２
‐
０
１
０
１
）
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

商
工
会
議
所
で
申
告
さ

れ
る
方
は
、
申
告
用
紙
を

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で

左
記
の
持
ち
物
を
ご
用
意

下
さ
い
。

持
ち
物

送
ら
れ
て
き
た
確
定

申
告
の
お
知
ら
せ
は
が

き
、
決
算
書
・
確
定
申
告

書
（
Ｈ
29
年
分
）、「
事
業

主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
」
ま
た
は
「
通
知
カ
ー

ド+

身
分
証
明
書
」
の

コ
ピ
ー
各
１
〜
２
枚
、
国

民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
・

生
命
保
険
・
個
人
年
金
・

損
害
保
険
料
等
の
控
除
証

明
書
、
医
療
費
の
領
収
証

（
人
別
に
集
計
し
て
き
て

く
だ
さ
い
）、
障
害
者
手

帳
等
、
印
鑑
、
筆
記
用
具
、

扶
養
控
除
を
受
け
ら
れ
る

場
合
は
、
そ
の
方
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
よ
う

に
し
て
き
て
下
さ
い
。

※
別
途
申
込
み
、
記
帳
相

談
料
が
必
要
で
す
。

※
今
年
度
か
ら
予
約
制
と

な
り
ま
す
。
各
日
10
時
か

ら
１
時
間
毎
の
ご
希
望
の

時
間
を
前
も
っ
て
お
電
話

下
さ
い
。（
当
日
の
受
付

も
可
能
で
す
が
、
予
約
の

方
が
優
先
と
な
り
ま
す
。）

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

瑞
浪
商
工
会
議
所

決算・確定申告相談日
相談日 担当税理士

2月18日（月） 田中 修二 税理士
2月26日（火） 田中 正博 税理士
3月４日（月） 田中 修二 税理士
3月７日（木） 小栗 大樹 税理士

　　　瑞浪商工会議所　　　　各日10時～15時まで
※e-TAXの送信のみ

2月21日（木） 小栗 大樹 税理士

場所 時間

虎沢としみ氏

決
算
・
確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

確
定
申
告
書
用
紙
に
代
え
て

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」が
送
ら
れ
て
き
ま
す

畳替・家具の移動もすべておまかせ下さい。畳替・家具の移動もすべておまかせ下さい。畳替・家具の移動もすべておまかせ下さい。
一級技能士の店

名滝の小木曽畳店
（小木曽成政　真司）

瑞浪市土岐町名滝
TEL 68－3663　FAX 68－3954

小規模企業の個人事業主（共同経営者を
含む）または会社等の役員の方が廃業や退
職後の生活資金、事業再建資金をあらかじ
め準備しておく共済制度です。

共済金の受取は、一括の場合は「退職所得
扱い」、分割の場合は「公的年金等の雑所
得扱い」です。

掛金は、全額が「小規模企業共済等掛金控
除」として、課税対象所得から控除できます。

契約者貸付けの利用が可能
契約者（一定の資格者）の方は、緊急時や災害時などに事業資
金等の貸付けが受けられます。

共済金の受給権は差押禁止
共済金・解約手当金の受給権は、国税等滞納の差押え以外は
差押禁止債権として保護されます。

　

運
転
資
金
・
設
備
資
金

と
も
に
１
年
間
利
子
補
給

が
行
わ
れ
ま
す
。
要
件
等

あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
融
資
限
度
額

　

２
０
０
０
万
円

■
融
資
利
率 

１
・
11
％

　
（
２
月
１
日
現
在
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

瑞
浪
商
工
会
議
所

マ
ル
経
融
資
制
度

無
担
保
・
無
保
証
人
・
低
金
利

「あおぞら共済」契約者配当金のご案内
当商工会議所では、会員事業所の福利厚生の充実を図るため、「あおぞら共済」（月額800円～）
の加入を勧め、多くの会員の皆様にご加入いただいております。この度、下記保険期間の契約者
配当金が決定し、ご指定の口座へ振込みをさせて頂きますのでお知らせ致します。
■振込予定日　平成31年2月中旬　　■配当金　1口　1,506円（60歳未満の加入者平均）
■保 険 期 間　平成29年10月1日～平成30年9月30日
詳細については、商工会議所共済係☎67-2222までお問い合わせください。※入院見舞金、結婚・出産祝金のご請求をお忘れなく。

申込・お問い合わせ先　瑞浪商工会議所
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